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Effect of Audiovisual Materials in Teaching Menopause to First-year Nursing Students
牛越 幸子1）　谷川 裕子2）
Yukiko Ushigoe, Yuko Tanikawa
　本研究の目的は，看護学生 1 年次生に対して更年期女性をイメージするための視聴覚教材として映画教
材を用いた学習効果について明らかにすることである．対象者は看護学科１年次生の学生 7 例（21±0 歳）
であった．研究方法として，更年期女性に関する基礎的な自己学習を行った後，更年期女性を主役とした
DVD を視聴し，DVD 視聴直後と視聴 3 週間後に調査を行った．調査内容として，DVD 視聴前に更年期
知識尺度を用いて，更年期に関する知識程度を確認した．DVD 視聴後および 3 週間後に自由記載にて更年
期について知っている事柄，イメージ鮮明度質問紙票，DVD 視聴 3 週間後に学習に関する行動質問紙票を
用いた．その結果，更年期知識尺度では，本研究の学生は知識が低く，とりわけ「エストロゲン低下」と「治
療」の因子が低かった．更年期に関する知識の記載では，DVD 視聴前より DVD 視聴後において単語数の
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7 項目の合計 44 項目，6 因子から成り，「全く知らない」
































































統計ソフトは SPSS Statistics Ver.20 を用いて，単純


























る母親の年齢 40 ～ 45 歳 3 名，45 ～ 50 歳 1 名，50 ～






更年期知識尺度の合計平均点は 96 ± 22.79 点であり，
第 1 因子「エストロゲン低下」が 16.42 ± 5.94 点，第 2
因子「血管・自律神経・精神症状」が 23.28±7.88 点，
第 3 因子「更年期後期から老年期の変化」が 18.00±4.32
点，第 4 因子「泌尿器・生殖器・運動器・その他の症状」
が 12.57 ± 3.69 点，第 5 因子「治療」が 9.85±2.67 点，
表１　更年期知識尺度の平均点比較
　 先行研究 本研究
　 Mean SD Mean SD
総得点 119.00 19.83 96.00 22.79 
1. エストロゲン低下  20.06  5.74 16.42  5.94 
2. 血管・自律神経・精神症状  29.06  5.58 23.28  7.88 
3. 更年期後期から老年期の変化  22.50  4.31 18.00  4.32 
4. 泌尿器生殖器・運動器・その他の症状  14.85  3.78 12.57  3.69 
5. 治療  14.49  2.64  9.85  2.67 
6. 全般的知識  18.77  3.67 15.85  2.67 
 (n=49) (n=7)
表２　DVD 視聴前、視聴直後、視聴 3 週間後における更年期に関する知識の変化
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第 6 因子「全般的知識」が 15.85 ± 2.67 点となった．こ
の結果は先行文献の一般群（ｎ =49）との比較において




単語数であったが，DVD 視聴直後は 36 単語，DVD 視













メージの平均点は 3.62 ± 0.47，音イメージは 3.54±0.62，
触れるイメージは 3.85 ± 0.36，筋感覚イメージは 3.4±
0.96，味イメージは４± 1.13，においイメージは 4.6±
1.16，内臓 - 有機感覚イメージは 3.45 ± 0.97 であった．
DVD 視聴 3 週間後の結果は，視覚イメージの平均点は
3.6 ± 0.32(p<.34)，音イメージは 4.25±0.9(p<.50)，触れ
るイメージは 4.5 ± 0.78(p<.50)，筋感覚イメージは 4.1±
0.6(p<.21)，味イメージは 4.6 ± 0.6(p<.12)，においイメー
ジは 4.6 ± 0.4(p<.50)，内臓 - 有機感覚イメージは 3.7±
0.12 (p<.24) となった．すべての項目で DVD 視聴直後
と 3 週間後における有意差は認められなかった（図２）．
５．学習に関する行動












変化を題材とした DVD を用いて視聴前後と 3 週間後の
更年期に関する知識を自由記述で求めた．
宮岡ら（2013）が調査した一般女性の更年期知識尺度
の総得点は平均 119.0 ± 19.83 であった．今回の調査に
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